






目的とし，大学生が PC やスマートフォンで e-Learning システムを利用し，自律学習を行うことを促した。常時，






　The number of university students required to compensate basic academic skills has been increasing over 
the years, making it necessary for more universities to provide preparatory assignments to incoming students. 
This deterioration of academic performance has been attributed to various factors such as the decline in 
the candidate population and the relaxed education policy, or yutori-kyouiku . However, once underprepared 
students are enrolled, most faculty and staff may find it difficult to offer remedial classes due to time constraints. 
This case study examined effect of learning of basic English grammar by information terminal devices. 
University students were directed to make study hours by using a multi-platform e-Learning system, which 
was accessible on both computers and smartphones. During the semester, a total of 25 students regularly used 
the e-Learning system, where they were learning basic English grammar. The results showed that students’ 
performance on the post-test was generally better than that on the pre-test. The group of students with a 
desire for learning showed a statistically significant improvement in seven out of ten categories（e.g. verbals, 
participles, relatives, and moods）. Furthermore, the current system was rated high on usability in the post-test 
questionnaire.
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２ Section １ さまざまな文型 ①さまざまな文型
３ Section ２ 時制 ②時制
４ Section ３ 完了形・助動詞 ③完了形・助動詞
５ 確認テスト① e-Learning進捗確認
６ Section ４ 受動態 ④受動態
７ Section ５ 不定詞・動名詞 ⑤不定詞・動名詞
８ Section ６ 分詞・分詞構文 ⑥分詞・分詞構文
９ 確認テスト② ★指導後テスト①
10 Section ７ 関係詞 ⑦関係詞
11 Section ８ 仮定法 ⑧仮定法
12 確認テスト③ e-Learning進捗確認
13 Section ９ 形容詞・比較 ⑨形容詞・比較













したところ，セクション１では５%未満（Sec １: t（24）= 2.38, 
p=0.026），そしてセクション５以降では１%未満という低水準
で有意な変化が検出された（Sec ５: t（24）= 6.55, p<0.001, Sec 
６: t（24）= 6.61, p<0.001, Sec ７: t（24）=4.37, p< 0.001, Sec ８: t
（24）= 3.41, p=0.002, Sec ９: t（24）=6.23, p< 0.001, Sec 10: t（24）





t（24）= -0.08, p= 0.937, Sec ３: t（24）= 0.39, p= 0.700, Sec ４: t









































１ 文型 ２ 時制 ３完了・助a） ４ 態b） ５ 不定・動名c）
指導前
Mean 6.20 6.00 5.28 4.36 3.08
SD 1.76 1.94 1.59 2.00 1.41
指導後
Mean 7.30 6.00 5.44 4.93 5.67
SD 2.13 2.79 2.58 2.57 2.22
t値（Pre - Post）  2.38* -0.08 0.39 1.48   6.55**
Section
Total
６ 分詞d） ７ 関係詞 ８ 仮定法 ９ 形・比較e） 10接続ほかf）
指導前
Mean 3.64 3.80 2.92 3.72 3.20 42.20
SD 1.55 1.66 2.16 2.37 1.85 11.54
指導後
Mean 6.93 5.78 4.89 6.41 6.00 59.33
SD 2.72 2.62 3.50 2.55 2.65 21.82
t値（Pre - Post）   6.61**   4.37**   3.41**   6.23**   5.19**
Note. 有効データ（N = 25）.　a）完了・助 = 完了相（現在完了形，過去完了形）と助動詞の用法，b）態 = 能動態と受動態の使い分け，c）
不定・動名 = 不定詞及び動名詞を含む構文，d）分詞 = 現在分詞及び過去分詞を含む構文，e）形・比較 = 限定／叙述用法と比較































































（1）主な媒体 （２）他の媒体 （３）学習時間（週） （４）効果
学校PC 4% 学校PC 8% 1時間 12% かなりあり 16%
自宅PC 40% 自宅PC 28% 2時間 44% あり 60%
スマホ 32% スマホ 28% 3時間 44% 少しあり 20%
ハンドアウト 24% ハンドアウト 32% 4時間 0% ほとんどない 0%
書籍 0% 書籍 4% 4時間超 0% 不明 4%
（５）問題の量 （６）問題の質 （７）操作性 （８）媒体の好み （９）他の分野
多い 0% よい 24% かなり良い 40% 本 4% 希望あり 72%
やや多い 32% まあまあ 32% まあまあ 40% e-Learning 56% 文法のみ 20%
ちょうどよい 64% 中立 40% 中立 12% 両方好き 36% 希望なし 0%
やや少ない 4% やや不満 4% やや悪い 8% 両方嫌い 4% 無回答 8%
少ない 0% 不満 0% 悪い 0%
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付録 
Ⅰ　スマートフォン画面からのe-Learningスナップショット
「多肢選択タスク」（左上）より任意の選択肢を選んだ
のち，「判定」をタップすると，正誤判定マークと「解
説」による日本語訳，構文の図解イメージが現れる（右
上）。「一覧画面へ」をタップすると，セクションにあ
る全30項目の正答・誤答を一覧でき，問題の番号から
個々の解説に復帰できる（右下）。
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Ⅱ　指導後アンケート
　今回の学習形態について，以下の質問に番号でお答えください。また，必要に応じて記入もお願いします。（この用紙の回答は
成績に一切関わりません）
（１）テスト勉強にはどの機器，媒体を最も多く利用しました
か？
① 学校のパソコン
② 自宅のパソコン
③ スマートフォン／タブレットPC
④ 授業で配布したハンドアウト
⑤ 書籍「ゼロからスタート英文法」
（２）２番目に利用の多かった機器，媒体もお答えください
① 学校のパソコン
② 自宅のパソコン
③ スマートフォン／タブレットPC
④ 授業で配布したハンドアウト
⑤ 書籍「ゼロからスタート英文法」
（３） e-Learningラウンジを利用した時間は週平均でどのくら
いでしたか？
① １時間未満
② １時間から２時間
③ ２時間から３時間
④ ３時間から４時間
⑤ ４時間以上
（４）このラウンジを利用してどのくらい効果があったと思い
ますか？
① かなり学習効果があった
② 一定の学習効果があった
③ 少ししか学習効果がなかった
④ ほとんど学習効果はなかった
⑤ よくわからない
（５）セクション１つあたりの分量（30問）はどうでしたか？
① 多い
② やや多い
③ ちょうどよい
④ やや少ない
⑤ 少ない
 
 
（６）文法問題の内容はどうでしたか？
① よくできている
② まあまあである
③ どちらともいえない
④ やや不満である
⑤ 不満である
（７）e-Learningラウンジの操作はどうでしたか？
① かなり使いやすかった
② まあまあ使いやすかった
③ どちらともいえない
④ やや使いにくかった
⑤ 使いにくかった
（８）本での学習とe-Learningとではどちらが好きですか？
① 本
② e-Learning
③ 両方とも好き
④ 両方とも嫌い
（９）他の分野でも同様のe-Learningを利用したいと思います
か？
① 他にも学習したい
② 英文法だけで良い
③ e-Learning自体，もう使いたくない
（10）①を選択した方へ
どのような分野を学習したいですか？
記入欄：
（11）その他，意見・改善案など，自由に書いてください
記入欄：
